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私が中医学に進んだきっかけは、「妊娠中の腰痛・骨盤痛」の対処法の研究を大学でしていた当時、
最も治療法として効果をあげていたのが鍼ということで、鍼 学校に進み鍼 師となり、その安全
性と有効性を学会で発表した時からです。それをきっかけに出会った鍼の師匠は、中国に渡り、老中
医から学んだ方だったので、必然的に中医学を深く学ぶことになりました。古典の中医学書は難解
で辞書を片手に時間をかけて読みました。学ぶほど、臨床数が増えるほどに逆にもっと学び続けた
いと感じ、辿り着いたのが本草薬膳学院でした。教材がとても実用的で理解しやすく、国際中医師の
受験後は古典も理解しやすくなっており、体系的な教育の大切さを痛感しました。どんな質問でも
丁寧に指導する姿勢や充実した講座の数々は、宝だと思います。
そんな中、今年度より、広島校の中医学理論講師としての役割をいただきました。本草薬膳学院の
教育はどれだけ自分でやり込むかで、その価値が大きく変わる深い世界です。講師としては、短い時
間での濃い内容の講義を、どう組み立てれば皆さんの学習の一助となれるかを日々考え、これから
も学び続けます。どうぞよろしくお願いいたします。

広島教室で 4 月から実習を担当しています。料理の仕事に長く携わってきた中で、健康への関心
から中医学を学ぶようになりました。今は日々の暮らしにその知恵を活かすことを大切にしています。
皆さんが今学んでいる中医薬膳学。とても難しいですよね。ゴールは日常に活かす“生きた中医薬
膳学”。知識としてはもちろん、この学びはこれからのマインドにも影響してくると思います。
整体観念から教わる大宇宙、そして自分自身こそが小宇宙。その小宇宙を覗き、「様子はどうか
な？」と日々観察するようになります。結果として、自分を大切にし、身体と心を整えるようになっ
ていきます。
知識を深め、食材の力を知り、自分自身を大切にすることできっとその後は薬膳を広めたくなるこ
とでしょう。薬膳を通して広がる新しい世界を楽しみに、学びを一緒に深めていきましょう。
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難しい！薬膳の勉強を始めた私の感想です。
難しい四字熟語、読めなくて辞書も引けない難しい漢字だらけで、レポート

も進みません。でも、せっかく始めたので、薬膳の概要は知りたいと思い、レポ
ートだけ出して、スクーリングや試験はパスしようと思っていました。それを夫
に伝えると「試験から逃げるの？」「認知症予防でがんばれば…」などとお尻を叩
かれ、いえ、背中を押されてスクーリングに参加しました。
結果、参加してよかった！参加者がアメリカや沖縄など、色々な地域から参加
しており、職業も、薬剤師、高麗人参の生産者、中国の易学を仕事にしている方
など、皆さんとても熱心で、エネルギーが溢れており、パワーを沢山もらいまし
た。
私は、管理栄養士として栄養指導をしています。
先生から「脾は甘に関係していて甘が過ぎると、脾と関係している腎が傷む」
とのお話がありました。糖尿病が重症化すると腎臓が悪くなり透析をしなくては
いけなくなります。糖尿病と腎疾患のつながりを五行で説明できることに驚きま
した。
先生方のお話が、マジックかと思うほど、五行と身体の不調が繋がり、楽しく
面白い授業でした。薬膳は難しいから「難しいけど、おもしろい」に変わりまし
た。皆様に感謝です。

初めてスクーリングに参加しましたが、参加前と後では、自分
の薬膳や食事に対する考え方が別人のように変容するような、大
変有意義な時間を過ごすことが出来ました。
みなさんそれぞれの目的や事情があって薬膳を学んでいること
や、私と同じく知識や漢字の多様さに奮闘しながら学習されてい
る様子で、自分だけではなく、みんなで一緒に学んでいるという
意識になり、励まされました。そして、先生のみなさんも、私た
ちの目線に立った親しみをもてる方々で、薬膳を学ぶきっかけや
初心者から学んでいる頃の体験談などを聞かせていただき、これ
も励みとなりました。
最も学びとなったのは、バラバラの点だった知識が、全てつな
がっていて、一つの線につながると理解出来たことです。一人で
オンラインで学んでいた時は、テキストを目で追うことで精一杯
で、なんとか少しずつ覚えている程度でしたので、一体何のため
の知識なのか迷子になって、十分に理解できていませんでした。
しかし、一つ一つの知識には全て「意味」があり、献立にも全て
「理由」があり、無駄なことがないということを理解しました。
また、先生や仲間と一緒に薬膳を楽しむ体験が出来たことで、
学び続けた先の、健康的で病を予防・治療できる将来への展望が
イメージ出来て、学習のモチベーションが飛躍的にあがり、参加
してとてもよかったです。
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2025 年 11月 29 日（土） 13：00～17：20
11 月 30日（日） 10：00～17：30

順天堂大学（東京都文京区本郷２-１-１）
有山登メモリアルホール（29日）
小川秀興講堂（30日）
友岡清秀
（順天堂大学医学部衛生学・公衆衛生学講座准教授）
一般財団法人 東方医療振興財団
厚生労働省・日本医師会
TEL：03-6264-3015（平日 10～16時）
E-mail：gakkai@jptoho.or.jp
https://www.jptoho.or.jp/gakkai/meeting.html

本草薬膳学院は、今後の長寿社会に向けて日本東方医学会と連携を
はかっていくことにし、本学術総会の後援団体にもなっています。本
学院学生（卒業生を含む）は、学生料金（1000 円）で参加すること
ができます。
学会HPから、本草薬膳学院生（卒業生）であることを明記してお

申込みください。

この講座では、漢方の考え方を生かした未病対策についてお話いただきました。
たとえば、さまざまな病気の元となる「冷え」にどのように対応したらよいのか、生
活習慣の見直しや、取り入れるとよい食薬など、具体的なアドバイスがありました。
病気を未然に防ぎ、健康を保つには、正しい漢方の知識に基づいた自己管理が大切
であると話されました。
60名の受講生（通学 12、オンライン 48）は、わかりやすい緒方先生の話に熱心

に聴き入っていました。
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